
資料３ 

今年度の調査の進め方・スケジュールについて 

 

１．今年度の調査の進め方について 

 

・環境不動産に投資を呼び込むための方策・課題について検討するための研究会・ワーキ

ングを設立し、検討会・ワーキングにおける議論を反映させて調査を遂行する。 

・ワーキングは経済価値ワーキング（環境不動産に係る市場価値評価について議論） 情と

報整備ワーキング（環境に配慮したサステナブルな不動産市場形成に向けた適切な情報

整備のあり方について議論）の２つを設置する。 

 

 

 

 
環境価値を重視した

不動産市場のあり方研究会
（野城智也座長）

情報整備
ワーキング

●全体的な調査方針の承認
●調査結果のとりまとめ・承認

●環境に配慮したサステナブル
な不動産市場形成に向けた
適切な情報整備のあり方について
議論

●投資家等に求められる具体的な情報
の収集整備手法のあり方を提示

経済価値
ワーキング

＜WGコアメンバー＞

網野康彦（日本ＧＥ株式会社）
小町利夫（企業年金連合会）
西岡敏郎（IPDジャパン）

★藤井良広（上智大学）
松本健司（静岡銀行）

＜WGコアメンバー＞

小林誠（東京電力）
★清水千弘（麗澤大学）
新地哲己（芝浦特機株式会社）
高井啓明（竹中工務店）

伊藤雅人（住友信託銀行）
井上成（三菱地所）
平松宏城（CSRデザイン＆ラン

ドスケープ設計事務所）

連携
情報交換

WGの検討

成果の報告

WGの検討

成果の報告

【テーマＡ】
●市場レベルの視点からの環境
不動産の経済価値を分析
●市場価格として顕在化している
環境不動産の経済価値を分析
（ヘドニックアプローチによる）
●市場価格として顕在化していな
い環境不動産の経済価値を分析
（ＣＶＭによる）

【テーマＢ】
●環境不動産のベストプラクティス集
を作成する。

★印の委員についてはＷＧ長を依頼させていただく予定

●不動産の環境価値を経済的に評価・分析する手法について議論
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２．今年度の調査の進め方について 

 

・以下の日程で調査を進行する予定である。 

 

テーマＡ テーマＢ

上旬 実施方針作成

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬 報告書完成

平成22年 3月

平成21年11月

平成21年12月

情報整備ワーキング 報告書作成

平成22年 1月

平成22年 2月

経済価値ワーキング研究会
　　　　　　　　　　　内容

時期

第１回研究会

実施方針の
確認

第1回ＷＧ（テーマＡ・テーマＢ共同）

第2回ＷＧ（テーマＡ）

CVM等の実施

第2回ＷＧ（テーマＢ）

事例収集等

第２回ＷＧ

第２回研究会

調査のとりまとめ

第１回ＷＧ

ヘドニックアプローチによる環境不動産の
市場価値分析の試行的実施 委員へのプレヒアリング

の実施

投資家等に求められ
る情報整備の収集の
方向性を提示

結果・課題と
りまとめ

結果・課題
とりまとめ

11/26

12/9 12/4
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